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近年の建築物は､気密性が高く､梅雨時期には室内や押し入れがじめじめしたり､冬場には結露

を生じたりすることがあります。

スズカ防露は､湿度が高いときに｢ま湿気を吸収し､湿度が低いときには湿気を放出する調湿性能

があり、 リ出します。
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ｌｍｍの乾燥膜厚で､１�当たり600m1の水を

吸水し､結露を防止します。

安全性の高い防かぴ剤の配合で､優れた防か

ひ効果と防かび持続性を示します。
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C!lm714週剛通常､塗料の場合は1週間)
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塗膜のもつ吸飲淫特性により､湿度か高くなる

と湿気を吸収し､逆に湿度び下がると湿気を放
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国土交通大臣認定の防火材料です。

〔該当仕様芯ざ刄み仕上げ､平泗仕上け〕

国土交通大臣認定

E9 区分

NM-8572 不燃材料

QM-9812 準不燃材料

RM-9361 離愁材料

有機質砂壁状塗料塗り

ＶＯＣ(揮発性有魏化合物)成分をほとんど含

みませんので､安全性が局く､既境にやさしい

塗材です。
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アスペルギルスニゲル

ペニシリウムピノヒルム

クラドスポリウムスファエロスペルマム

オーレオパシジウムプルランス

トリコデルマビレンス

JISA6909｢内装薄塗材日の品質に適合して

います｡(社内試験)

JJSA6909試験 内装一流材Eに適合

耐凍結融解性 80サイクル合格

かび抵抗性 ０(菌糸の発町なし)

耐湿性B法 合諮
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●気温5こ以下､湿度85%以上での施工は､造胴性を低下させますので避けてください。

●折板屋根の裏面(天井部)への塗装では､折板屋根の片面に日光が当たることで､面による温度差が生じ､塗装後に低湿の面

　で結露し､塗料のタレを生じる恐れがあります｡結霧発生を避けるため､日光の当たり方による温度差が少ない時問帯に塗

　装し､天井付近で空気が滞留しないよう処置をとってください。

●強風時や降雨､降包のおそれがある場合｢ま､塗装を避けてください。

●下地は蒼生期問を十分にとり､よく乾埋させてください｡(含水率10％以下､pHIQ以下)

●汚れ､付遡物などは､すべて除去してください。

●下地調整の精度が仕上がりに大きく影響しますので､下地のひぴ割れ､巣穴､不随､ボードのジョイントＳなどの凹凸は。

　バテまたはラフトンカチオンSCフィラーで平溺に調整してください。

●取り付け良具､くぎ頚などは予めさび止め塗料で拾い塗りしてください。

●使用前に塗材はハンドミキサーなどの電動工員を使用し均一に撹吽してからご使用ください。

●塗材の荊要咀は遵守してください｡使用荒が所要堡以下ですと塗膜の防塞効果が十分発揮されません｡また､所要堡以上

　ですと､施工時､渋豺ぺが生じやすくなります。

●塗付里､希釈準､吹付条件(口径･取付圧･吹付距離など)で模様が異なりますので､予め試し吹さで確認し､本施工に入って

　ください。

●吹付工法の堀金は､エアートランスホーマーを装着して､所定の圧力を厳守してください。

●吹付操作『ﾎ､ガンを下地面に対して直角に保ち､吹付圧･吹付距離･運行速度を一定にし､均一に取付けてください。

●諾工後､塗装器具は直ちに水洗いしてください。

●乾燥旨､塗面に酒接座が当たらないように注意してください。

●養生テープを取り外す時､塗膜も同時に剥がれないようカッターで切り込みを入れ､除去してください。

●カタログに記載されている下地以外の場合や塗替えの場合は・ｌリの官業所にお問い合わせください。

●取扱い中は､皮膚に触れないようにし､必要に応じて下記の保護具を活用してください。

　防塵マスワ･頭巾･保匯めがね･癩iの作業衣･えﾘ巻きタオル･保護手袋･器掛けなど

●容器から取り出すときに､こぼれないようにしてください｡もしこぼれた場自には､布やウェスで拭き取るか､砂などを敗布し

　た後見弧里してください。

●皮膚に付渚した場合には､遡ちに多塑の石けん水で洗い落とし､痛みまたは外観に変化があるときは､医師の診察を受けて

　ください。

●蒸気､笑いなどを吸い込んで気分ｶQ唇くなったときには､空気の清浄な場所で安静にし､医師の診察を受げてください。

●目に入った場合には､百ちに多量の流水で洗い､できるだけ早く医師の診察を受けてください、

●誤って飲み込んだときには､直ちに医師の診察を受けてください。

●取扱い後は､手洗い･うがい一両孔洗浄を十分に行ワてください。

●容器は密栓し､4びC以下で子供の手のｓかない一定の場所を定めて保管してください。

　特に下記堀所の保管は避けてください。
　一一－－一一－－－－－-一一一一ヽ一一一一一一･一一一－－－－･･一-･･ 凍結の恐れのある場所など

・-－-･-－－‥･－●臭いは､食料品･飲食器･衣類など[こ､うつる場合がありますので､作業場所から遠ざけるまたは養生するなど､十分に注意し

　てください。

●捨てるときには､醍業鹿菜物として処分してください。

●引火性の液体ですので､火気のあるところで使用しないでください。

●吸入すると有機溶剤中毒を起こす恐れがありますから､換気をよくし､蒸気･スブレーミストを吸い込まないよう､保護具を

　芯用してください。

●取扱い作業所には､局所排気装置を設けてください。

●取扱い中は､皮膚に触れないようにし､必要に応じて下記の保護具を洒用してください。

　有機ガス用防毒マスクまたは送気マスク･頭巾･保護めがQa･EU也の作業衣･えﾘ巻きタオル･保護手袋･前掛けなど

●容器から取り出すときは､こぽれないよう【こしてください｡もしこぽれた場合には､布で拭き取って､水の入った容器に保籤し

　てください、

●火災時には炭酸ガス消火器､泡消火器また｢ま粉末消火器を用い初期消火をしてください。

注)各製品の容器には､取り扱い上の注意事項などを記載していますので､必ずお読み頂き､正しく安全にご使用ください。

　製品の詳細な内容が必要な時には､安全ヂータシート(SDS)をご参照ください｡SDSは当社ホームページよリダウンロード

　してください。
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